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◎商務部、不正な低価格輸出行為を抑える規定の草案発表 

 【経済日報 2006年05月12日】 

商務部は、「不正な低価格輸出行為調査と処罰規定（暫定）」草案を発表した。広く一般からの

意見を求めている。同草案は、不正に低価格の製品を輸出した企業と企業責任者に対して最高３

万元の罰金を科し、当該製品の輸出を最長１年間禁じている。製品を平均生産コストより低い価格

で輸出した場合、不正な低価格輸出行為とみなされる。輸出価格と調査対象期間の生産コストの

格差が２％以内の場合、不正な低価格輸出行為とはされない。不正な低価格輸出行為を抑えるこ

とで諸外国から反ダンピング調査を受けるリスクを低減していく。 

------------------------------------------------------------------------------------- 
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◎国土資源部 「耕地保護は経済・社会の安定に必要」 

【経済日報 2006年05月15日】 

国土資源部耕地保護司の潘明才・司長は、中国土地政策改革国際フォーラム（国務院発展研

究センター、世界銀行主催）にて、「耕地を保護することは経済、社会の安定、持続可能な発展を

続ける上で必要なマクロコントロールである」 と強調し、工業化、都市化の過程でも耕地を厳格に

保護していくとの方針を示した。潘司長によれば、全国の耕地面積は１９９７年から２００５年の９年

間で減少を続けている。１９９６年の耕地面積は１９億５１００万ムー（１ムーは６．６アール）であっ

たが２００５年には１８億３１００万ムーにまで減少、人口１人あたりの耕地面積も１．４０ムーにとど

まっている。潘司長は、国の食糧の安全確保、経済成長のためにも耕地保護は必要と指摘。 

また、耕地を収用された農民への補償制度・政策の整備、厳格な法執行を行っていくとしてい

る。 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◎４月の全国消費財小売額は１３％増の５７７５億元 

 【経済日報 2006年05月16日】 

国家統計局は、２００６年４月の全国消費財小売額は計５７７５億元（１３．６％増。前年同期比、

以下同じ）に達したと発表した。内訳は、都市部での小売額は３８９８億元（１４．１％増）、農村部で

の小売額は１８７７億元（１２．５％増）となっている。４月の各製品小売額の増加率は食品が１４．

９％、衣類が１７．４％、日用品が２３．５％、穀物・食用油などが２０．７％、通信製品が３０．５％、

自動車が２６．３％、石油・関連製品が３７．０％に上っている。 

また、２００６年１～４月の全国消費財小売額は計２兆４２１５億元（前年同期比１３％増）を記録

している。 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◎４月の企業商品価格は前月比０．３％増、前年同月比１．０％増 

 【経済日報 2006年05月17日】 

中国人民銀行（中央銀行）は、１６日、４月の全国企業商品価格は３月比０．３％増、前年同月

比１．０％増となったと発表した。各商品の価格は以下のようになっている。 

投資商品価格は、３月比０．５％増（１．６％増。前年同月比、以下同じ）、消費商品価格は同０．

３％減（０．３％減）。農産物価格は、３月比０．３％減（１．２％増）、穀物価格は同０．３％減（１．

２％減）、ダイズ価格は同０．８％減（４．４％減）、野菜価格は同１．６％減（１０．２％減）、家畜・家

きん製品価格は同１．９％減（１５．６％減）。非鉄金属価格は３月比８．４％増（３０．１％増）、銅価

格は同１３．２％増（４５．１％増）、亜鉛価格は同１５．１％増（５３．７％増）、アルミ価格は同２．

０％増（１６．８％増）、銀価格は同２３．９％増（６６．９％増）であった。 

また、エネルギー価格は３月比０．７％増（１１．８％増）、原炭価格は同０．３％減（１．１％減）、

コークス価格は同０．５％減（８．２％減）、電力価格は同０．２％減（５．０％増）、原油価格は同０．

８％増（２６．８％増）、石油製品価格は同２．７％増（２３．９％増）、ガソリン価格は同２．４％増（２０．

０％増）、ディーゼル燃料価格は同３．０％増（２０．１％増）となっている。 
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------------------------------------------------------------------------------------- 

◎北大荒集団傘下各社、国内外企業と合弁事業２０件締結 

 【経済日報 2006年05月18日】 

農業大手・北大荒集団（北大荒）傘下の各社が、国内外企業との間で合弁事業２０件の実施契

約を取り交わした。契約額は、計３９億１０００万元である。北大荒集団が導入する資金は、２５億２

０００万元に達することになる。北大荒で開催された 「２００６年北京・北大荒 有機食品展示会」 

に有機食品約１０００品目を出展し、国内外からの参加者の注目を集めた。 

米投資会社のＣＭＩが北大荒集団傘下の商業貿易公司とトウモロコシ加工事業（投資額１０億

元）実施契約を、韓国の農業化学企業が北大荒寧安農場と種子処理工場（投資額１億６０００万

元）建設契約を、香港宣威集団と北大荒豊縁麦業公司が小麦粉・即席めん加工事業（投資額１億

５０００万元）実施契約を取り交わすなど、傘下各社はいずれも好調であった。 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◎４月、化学肥料の価格はやや上昇 

【中国化工報 2006年05月19日】 

関係部門が全国３０省（自治区、直轄市）の化学肥料市場で行った価格調査によると、４月の尿

素の平均小売価格は３月より１．４１％増の１８６５元（１トン。前年同期比０．７％増）、平均出荷価

格は同１．７５％増の１６８６元（同１．８７％増）に達したことが分かった。主要な化学肥料価格はい

ずれもやや上昇している。４月各週の尿素小売価格の上昇率（対前週比）は第１週（４月３～７日）

が０．４９％、第２週（１０～１４日）が０．２７％、第３週（１７～２１日）が０．０５％、第４週（２４～２８

日）がゼロ、出荷価格の上昇率は第１週が０．６０％、第２週が０．３０％、第３週が０．１８％、第４

週が０．１８％となった。 

また、５月第２週（８～１２日）、メーカー別の「塩化パラフィン－５２」の出荷価格は瀋陽化工が６

４００～６７００元、杭州電化が６２５０元、杭州晨光が６４００元、河南開普が５６００～５７００元、洛

陽三金が５７００～５７５０元、寧波衆利が６４００元、泰州新威が６２００元となった。瀋陽化工の

「塩化パラフィン－７０」の出荷価格は９０００～９５００元であった。 

 

本情報は、株式会社日本能率協会総合研究所により 

翻訳された中国の新聞記事をもとに、同社の許可を得て

独立行政法人農畜産業振興機構が整理したものです。 

 


